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活動内容 デジタル教科書・教材の活用

導入

◦「指導者用デジタル教科書（教材）」の初期画面を
開いてコンテンツを起動する。

単元名 題名について考えたことをつたえよう―『わすれられないおくりもの』（９時間）

本時の
ねらい

登場人物の気持ちの変化について、場面の移り変わりと結びつけて具体的に想像すること
ができる。（第５時）

指導時期 10 月

本時（第５時）の展開

埼玉県さいたま市立大谷場小学校
教諭 望月 さお美

小学校 第３学年
国語科 学習指導案

「指導者用デジタル教科書（教材）」を用いた授業展開例国語

単元の
ねらい 題名について考えたことをつたえることができる。

指導者用デジタル教科書（教材）活用の意図・目的
　第２学年『わにのおじいさんのたからもの』の学習では、「場面の様子に着目して、登場人物の行動を具体的
に想像すること。（「読むこと」（1）エ）」を重点的に扱ったが、題名に着目することで場面の様子を具体的に想
像したり、話の展開を予想しながら楽しく読んだりする児童の姿も見られた。
　本単元では、登場人物の気持ちの変化と場面の移り変わりとを結びつけて物語を読みつつ、題名のもつ役割や
意味を考えながら読むことで、さらに物語の魅力やよさを児童たちが見いだす展開を意図している。
　あなぐまの「死」を受けて、初めは悲しい思いの強かったもぐらが、あなぐまとの思い出を振り返ることであ
なぐまに対する思いや考えが変化し、題名でもある「わすれられないおくりもの」に気づくといった物語の展開
を踏まえ、ある場面におけるもぐらの気持ち（部分）だけに注目するのではなく、物語全体を通した読みを促し
たい。
　児童が物語を具体的に想像しながら読んだり、読みを広げたり深めたりするためには、本文の叙述に戻ること
が欠かせない。そこで、「指導者用デジタル教科書（教材）」の「デジタルメモ」を用いることで、学習活動の展
開の中でそれぞれの児童がどの場面に注目しているかを把握したり（実態把握）、注目した叙述をもとに児童の
考えを整理したり（考えの形成）、新たに短冊を書き加えたりすることで読みの広がりを実感できる（考えの変
容）。また、「抜き出す」機能は、児童からの発言を即座に反映することができるため、時間が短縮した分、従来、
板書をノートに写すことで精いっぱいであった児童たちも内容に集中して、自分の考えと考えを支える事例・理
由探しなどの活動に取り組むことができる。
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活動内容 デジタル教科書・教材の活用

導入

単元全体のねらいを再度、確認する。
◦�これまでの読書や学習（教材『わにのおじいさん
のたからもの』）で、題名に注目して読みが広がっ
た体験を振り返り、改めて題名について考えたこ
とを伝え合うことが、作品の魅力を伝え合うとき
に生かせることを確認する。
本時の課題を知る。
◦�本時では、多くの児童が注目したもぐらの気持ち
の変化を場面の移り変わりと結びつけて捉え直
す。

「さし絵」の活用
◦「指導者用デジタル教科書（教材）」の中の挿絵を提示す
る。

◦�具体的な叙述ではなく、挿絵を中心に注目している児童
には、どの場面の様子の挿絵かを確認したり、その挿絵
から考えたことなどをメモさせたりして、挿絵と本文の
叙述を結びつける。

展開

もぐらの気持ちがわかる箇所に「国語マーカー」を
引く。
❶個人で行う。
❷ペアや班で話し合う。
❸全体交流で確認する。

「デジタルメモ」の活用
◦�もぐらの気持ちがわかる叙述を抜き出す。
◦�もぐらの気持ちを児童が短い言葉でまとめたものを短冊
に書き、場面の移り変わりとともにもぐらの気持ちが変
化していることがわかるように示す。

まとめ

学習を振り返る。
◦�わかったことや考えたこと、活動の中で工夫した
りこだわったりしたことをメモに書き、発表する。

「デジタルメモ」を活用したことによる活動の広がりや深ま
りを振り返る。
◦�どこに注目して、もぐらの気持ちを見つけたのか。
◦�もぐらの気持ちを表すために、どのような言葉を使うよ
う工夫したか。
◦�登場人物の気持ちと場面の移り変わりを結びつけて、読
みがどのように変わったか。
◦�個人・ペア・班・全体での交流を通じて、自身の読みが
どのように広がったか。

もぐらの気持ちがわかるところはどこだろう。
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指導者用デジタル教科書（教材）を活用したことで得られた効果

　「デジタルメモ」の活用は、教科書教材をもとに展開できることはもちろん、操作も容易であり、すぐに使え
るコンテンツとして有効である。また、視覚的に教材や整理した情報を提示して児童が考えるための時間を確保
することで、学習活動の履歴を踏まえて学びの広がりを捉えるなど、単元全体を通して言語活動の質的な充実に
つながった。


